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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 33,496 8.9 6,469 13.4 6,257 11.3 4,671 6.9

2025年３月期中間期 30,746 21.3 5,702 44.4 5,620 26.9 4,370 29.4

（注）包括利益 2026年３月期中間期 6,145百万円 （58.8％） 2025年３月期中間期 3,870百万円 （△25.3％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 62.98 －

2025年３月期中間期 58.91 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期中間期 104,655 80,274 75.9 1,071.29

2025年３月期 90,908 76,895 83.7 1,026.10

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 79,471百万円 2025年３月期 76,119百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 36.67 － 36.67 73.34

2026年３月期 － 36.67

2026年３月期（予想） － 36.67 73.34

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 67,900 8.6 13,000 10.4 12,750 4.1 9,400 △0.3 126.71

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 80,098,500株 2025年３月期 80,098,500株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 5,915,244株 2025年３月期 5,915,167株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 74,183,291株 2025年３月期中間期 74,183,333株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

(注）当社は、業績連動型株式報酬制度 株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）を導入してお

り、当該信託に残存する当社株式を、期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数に含

めております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）

　決算補足説明資料は2025年11月12日に当社ウェブサイトに掲載予定であります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間の当社グループを取り巻く環境は、地政学リスクへの懸念が継続し、世界経済の不透明感が依

然として残る状況でありました。ロシア・ウクライナ情勢及び中東情勢の緊張状態は継続し、加えて中国経済の成長

率は緩やかに減速しました。また、米国による関税措置をめぐり、米国と各国との交渉や修正が繰り返されるなど、

国際情勢は不安定な状況でありました。

　世界半導体市場は、ＡＩ向け先端半導体デバイスの需要が牽引する中、ＰＣやスマートフォン、車載向け等の需要

に底打ち感が見られつつあるも、本格的な回復に繋がるには今しばらく時間を要するものと思われます。

　こうした状況下、当社においては先端半導体向けＣＭＰ製品及びシリコンウェハー向けポリシング材の販売が好調

に推移したことにより、当中間連結会計期間の業績は、売上高33,496百万円（前年同期比8.9％増）、営業利益6,469

百万円（前年同期比13.4％増）、経常利益6,257百万円（前年同期比11.3％増）、親会社株主に帰属する中間純利益

4,671百万円（前年同期比6.9％増）となりました。

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

　日本につきましては、ＣＭＰ製品及びシリコンウェハー向け製品の販売が増加したことにより、売上高は19,425百

万円（前年同期比11.5％増）、セグメント利益（営業利益）は5,552百万円（前年同期比21.2％増）となりました。

　北米につきましては、主に小口径シリコンウェハー向けラッピング材の販売が減少したことにより、売上高は

3,845百万円（前年同期比6.4％減）、セグメント利益（営業利益）は178百万円（前年同期比8.3％減）となりまし

た。

　アジアにつきましては、ハードディスク基板向け製品の販売が減少するも、先端ロジック向けＣＭＰ製品の販売が

増加したことにより、売上高は8,975百万円（前年同期比9.1％増）、セグメント利益（営業利益）は将来を見据えた

経費増（含人員増）などにより、2,297百万円（前年同期比0.0％増）に留まりました。

　欧州につきましては、ＣＭＰ製品及びシリコンウェハー向け製品の販売が増加したことにより、売上高は1,251百

万円（前年同期比26.0％増）、セグメント利益（営業利益）は100百万円（前年同期比42.9％増）となりました。

　主な用途別売上の実績は、次のとおりであります。

　シリコンウェハー向け製品につきましては、売上高はラッピング材では3,711百万円（前年同期比2.1％減）、

ポリシング材では6,928百万円（前年同期比13.1％増）となりました。

　ＣＭＰ製品につきましては、先端ロジックや先端メモリ向けの販売が増加し、売上高は16,732百万円（前年同期比

11.3％増）となりました。

　ハードディスク基板向け製品につきましては、顧客の稼働は引き続き好調に推移したものの、顧客の生産プロセス

改善の影響により、売上高は1,000百万円（前年同期比22.5％減）となりました。

　一般工業用研磨材につきましては、前期に子会社化した南興セラミックスの販売が加わったことなどにより、

売上高は3,511百万円（前年同期比33.1％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末における資産総額は、前連結会計年度末に比べ、13,746百万円増加し、104,655百万円とな

りました。これは建設仮勘定が8,416百万円、流動資産その他が1,422百万円、現金及び預金が1,262百万円それぞれ

増加したこと等によるものです。

　負債総額は、前連結会計年度末に比べ、10,368百万円増加し、24,381百万円となりました。これは、長期借入金が

10,000百万円増加したこと等によるものです。

　また、純資産は前連結会計年度末に比べ、3,378百万円増加し、80,274百万円となりました。これは、利益剰余金

が1,905百万円、為替換算調整勘定が940百万円、その他有価証券評価差額金が518百万円それぞれ増加したこと等に

よるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当中間連結会計期間において、先端半導体デバイス向けＣＭＰ製品及びシリコンウェハー向けポリシング材の販売

が増加したことから、売上高及び利益が予想を上回る結果となりました。最近の業績動向を踏まえ、2025年５月13日

に公表した2026年３月期通期業績予想を修正いたします。

　詳細につきましては、本日付で別途開示しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,857 29,119

受取手形及び売掛金 12,798 13,385

商品及び製品 5,991 6,693

仕掛品 1,620 1,668

原材料及び貯蔵品 6,448 6,180

その他 1,432 2,855

貸倒引当金 △20 △20

流動資産合計 56,128 59,882

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,868 6,923

土地 8,411 8,460

建設仮勘定 8,758 17,175

その他（純額） 5,142 5,796

有形固定資産合計 29,180 38,354

無形固定資産 893 1,128

投資その他の資産

投資有価証券 3,511 4,321

繰延税金資産 899 617

退職給付に係る資産 55 99

その他 248 259

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 4,705 5,289

固定資産合計 34,779 44,772

資産合計 90,908 104,655

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,230 4,068

未払法人税等 1,791 1,381

賞与引当金 1,804 1,940

役員賞与引当金 － 50

未払金 1,563 1,611

設備関係未払金 1,490 1,451

株式給付引当金 － 141

その他 1,591 1,781

流動負債合計 12,471 12,426

固定負債

長期借入金 － 10,000

繰延税金負債 111 102

退職給付に係る負債 644 646

株式給付引当金 188 47

その他 596 1,157

固定負債合計 1,540 11,954

負債合計 14,012 24,381

純資産の部

株主資本

資本金 4,753 4,753

資本剰余金 5,038 5,038

利益剰余金 65,172 67,077

自己株式 △4,416 △4,416

株主資本合計 70,548 72,452

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,087 1,605

為替換算調整勘定 4,349 5,290

退職給付に係る調整累計額 133 122

その他の包括利益累計額合計 5,571 7,018

非支配株主持分 776 802

純資産合計 76,895 80,274

負債純資産合計 90,908 104,655
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 30,746 33,496

売上原価 17,482 18,656

売上総利益 13,263 14,840

販売費及び一般管理費 7,560 8,370

営業利益 5,702 6,469

営業外収益

受取利息 129 129

受取配当金 61 71

その他 52 51

営業外収益合計 243 252

営業外費用

支払利息 1 41

支払手数料 － 46

固定資産除却損 0 12

為替差損 322 362

その他 0 2

営業外費用合計 325 465

経常利益 5,620 6,257

特別損失

工場再編費用 － 52

特別損失合計 － 52

税金等調整前中間純利益 5,620 6,204

法人税、住民税及び事業税 1,699 1,461

法人税等調整額 △449 46

法人税等合計 1,249 1,507

中間純利益 4,370 4,697

非支配株主に帰属する中間純利益 － 25

親会社株主に帰属する中間純利益 4,370 4,671

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益 4,370 4,697

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 224 518

為替換算調整勘定 △716 940

退職給付に係る調整額 △8 △10

その他の包括利益合計 △500 1,447

中間包括利益 3,870 6,145

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 3,870 6,119

非支配株主に係る中間包括利益 － 25

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 5,620 6,204

減価償却費 942 1,064

長期前払費用償却額 6 13

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 11 50

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 118

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △26 △2

受取利息 △129 △129

受取配当金 △61 △71

支払利息 1 41

支払手数料 － 46

為替差損益（△は益） 67 10

売上債権の増減額（△は増加） △739 △383

棚卸資産の増減額（△は増加） 873 △220

仕入債務の増減額（△は減少） 912 △418

未払金の増減額（△は減少） △314 48

その他 444 △781

小計 7,610 5,591

利息及び配当金の受取額 174 224

法人税等の支払額 △1,204 △1,977

法人税等の還付額 217 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,798 3,839

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,027 △1,802

定期預金の払戻による収入 2,936 4,607

有価証券の償還による収入 500 －

投資有価証券の取得による支出 △48 △138

有形固定資産の取得による支出 △4,401 △10,149

無形固定資産の取得による支出 △72 △52

その他 △4 60

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,116 △7,474

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 10,000

配当金の支払額 △2,766 △2,766

その他 △50 △69

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,817 7,163

現金及び現金同等物に係る換算差額 △498 548

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △633 4,077

現金及び現金同等物の期首残高 32,645 23,787

現金及び現金同等物の中間期末残高 32,012 27,865

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

日本 北米 アジア 欧州 合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

顧客との契約から生
じる収益

17,421 4,106 8,224 992 30,746 － 30,746

外部顧客への売上高 17,421 4,106 8,224 992 30,746 － 30,746

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,960 797 312 － 6,070 △6,070 －

計 22,381 4,904 8,537 992 36,816 △6,070 30,746

セグメント利益 4,581 194 2,297 70 7,143 △1,440 5,702

（単位：百万円）

日本 北米 アジア 欧州 合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

顧客との契約から生
じる収益

19,425 3,845 8,975 1,251 33,496 － 33,496

外部顧客への売上高 19,425 3,845 8,975 1,251 33,496 － 33,496

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,556 786 251 － 6,594 △6,594 －

計 24,981 4,632 9,226 1,251 40,091 △6,594 33,496

セグメント利益 5,552 178 2,297 100 8,128 △1,659 6,469

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,440百万円は、セグメント間取引消去５百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,356百万円及び棚卸資産の調整額△89百万円であります。全社費用の主なものは、

当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の源泉から生じる収益の額に重要性がないことから、顧客との契約から生じる収益と区分して

表示しておりません。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,659百万円は、セグメント間取引消去５百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,579百万円及び棚卸資産の調整額△84百万円であります。全社費用の主なものは、

当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の源泉から生じる収益の額に重要性がないことから、顧客との契約から生じる収益と区分して

表示しておりません。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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